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において 2 歳未満で腹膜透析を導入された末期腎不全患児を対象に、2015年末の状 
況を後方視的に調査した。出生後 2 8 日以上侵襲的陽圧換気を必要としたものを呼吸 
障害ありと定義し、呼吸障害の有無で二群にわけ死亡のリスク要因を検討した。主要 
評価項目を 2015年 12月末の患者生存とし、追跡不能者のみを打ち切りとした。









および9 5 %信頼区間を推定した。調整因子として”生後 2 8 日以上遷延する呼吸障害 
の存在”、”生後 2 8 日以内の腹膜透析導入の有無(末期腎不全の重症度の指標)”、
”在胎週数が32週未満であること（肺の未熟性の指標)”の 3 項目をもちいた。
跑木
対象期間中に4 8例が 2 歳未満で腹膜透析を開始されたが、そのうち2 例は周産期情 
報が不明のため除外し、4 6例について調査した（追跡期間中央値9. 23年）。
このうち呼吸障害なし群(Group A)が 3 8例、呼吸障害あり群(Group B)が 8 例であっ 
た。Group A の生存曲線はGroup B と比較して有意な減少を示した。 （P <0. 001) 
Group A の 5 年生存率は 89. 3%で Group B の 5 年生存率は 30. 0%であった。
またGroup A の 2 0年生存率は 86.1%であった。多変量解析では、遷延す.る呼吸障害 
のハザード比は8.32 (95 %信頼区間 2. 07-35. 4 8 ) と著明に死亡リスクと関連して 
いた。Group B の患児のうち 7 人 (87. 5%)が肺低形成と診断され、そのうち2 名が肺 
感染症で死亡し、1名は繰り‘返す呼吸器感染のため頻回に入院を要し突然死した。 
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生 後 2 8 日以上遷延する呼吸障害のため侵襲的陽圧換気を実施した既往のある末期 
腎不全の乳児では生命予後が極めて悪く、腹膜透析を導入すること自体が倫理的に問 
題となり得るため、養育者に十分な説明を行い積極的治療は差し控えることを考慮す 
べきである。一方で生後2 8 日以上遷延する呼吸障害のない乳児では腹膜透析の導入 
が考慮されるが、適切な意思決定と集学的治療には過去の治療経験が不可欠であるた 
め腎代替療法の経験が豊富な小児腎センターでの治療が望ましい。
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1) 腹膜透析を導入された末期腎不全乳児のうち、生後 2 8 日以上侵襲的陽圧換気を必 
要とした群では、生命予後が非常に不良であること。
2) 生後 2 8 日以上、侵襲的陽圧換気を必要としなかった群では、長期生命予後は良好 
であること。
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